
ｻｳﾝﾄﾞｻｲｴﾝｽの趣味のﾁｭｰﾆﾝｸﾞ講座入門編 全３時間

３時間 のﾄﾗｲで 思うままに 音質ﾁｭｰﾆﾝｸﾞできるようになります。

まずは、
準備 １時間 Ｐ１～Ｐ６

次に、
試しに音を変えてみる １時間 Ｐ４

そして、
好みの楽曲で Ｐ１０～

｛ 気合の入っている時臨場感満々、疲れている時控え目で優しい ｝
ｺﾝｾﾌﾟﾄを入れ込んだ音質作りに慣れる １時間

ここまでくれば、
思い通りの音作りができるようになります。

自分のｾﾝｽでｱﾚﾝｼﾞしてみましょう

ｶｰｵｰﾃﾞｨｵの音質を， ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｵｰﾃﾞｨｵの音質を，

説明文が多いです。
一つ一つ順次確認しながら

音質の原因の、
いくつかを把握することで、

GUIの操作が正確になり
的確に、素早く、粋な

音響環境に仕上がります。

目次：
P-1
P-2 下準備
P-3 簡単な操作
P-4 音質一時ｾｰﾌﾞ ﾛｰﾄﾞ
P-5 音質ﾌｧｲﾙｾｰﾌﾞ ﾛｰﾄﾞ
P-6 ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ動作
P-7 GYUI一般説明
P-8 装置を初期状態に戻す
P-9 ｴﾗｰ対応
P10 GUIの音質操作詳細説明

ｲｺﾗｲｻﾞｰ FEQ
臨場感 LEF
聴感補正 A_LEF

P11  ｽﾋﾟｰｶｰ低音音割れ制御 SDC
P12 ｽﾋﾟｰﾁ検出音質制御 SMD

入力楽曲低音ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ BTC
P13 ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ対応音質音量調節 LNC

左右のﾊﾞﾗﾝｽ L/R
ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄ
ｻﾗｳﾝﾄﾞ

P1

当社製品 D-ｻｳﾝﾄﾞｼｬｷｯﾄ DRD-333DIY （有償）が必要です。 J-soundscience.com
当社製品 ﾁｭｰﾆﾝｸﾞGUI（無償）が必要です。
Windows (7, 10) PC が必要です。



JrSS_GUI_V02_01.exe
JrSS_GUI_V02_01.EEwtFixLab.txt
JrSS_EE_V02_Writer.exe
OSC.exe
Jrss_EE_5VRs_200616.txt

音作りGUI：
上記基本設定ﾌｧｲﾙ：
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込みGUI：

音質解析用ﾂｰﾙ：
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾊﾟﾗﾒｰﾀ：

右記ﾌｧｲﾙが同じﾌｫﾙﾀﾞｰ内にあることを確認

２．JrSS_EE_V02_Writer.exe を起動－＞ All Write をｸﾘｯｸ
ー＞ 約5分後に 書き込みが完了－＞WriteOkay

１．PC と Main-Amp を USBで接続

ｴﾗｰ “USBﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが無い” の場合－＞ USB FTDIのｷｰﾜｰﾄﾞで検索し、 FTDI USBﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙ－＞ No.1 から再スタート

最新のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを書き込む

３．JrSS_EE_V02_00.exe を起動－＞ OK をｸﾘｯｸ－＞右画面のEEPROMをｸﾘｯｸ ー＞ ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁﾎﾟｼﾞｼｮﾝ Aを確認し

ー＞ X をｸﾘｯｸ

P2下準備
.exe  .$$$ 変更

.exe  .$$$ 変更

.exe  .$$$ 変更



４．ｺﾝﾄﾛｰﾙをGUI から 装置に移す
ー＞ BoardVRをｸﾘｯｸし、ここにﾁｪｯｸﾏｰｸ

５．ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ９のFEQによる補正特性です

６．出すぎている高音を楽曲を聴きながら落とします。
ー＞ MUSIC をｸﾘｯｸ

－＞ 楽曲の帯域設定画面
－＞ MEQ_Hを操作

0dB

Flat

-3dB

HighCtl

-10dB

0.5

3000Hz

７．とりあえず、この特性で音質を確認してみます。高域をやや下げた特性です。
いくつかの楽曲で試してみてください。最近の楽曲は音質のﾊﾞﾗﾂｷが大きいので、注意が必要です。
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７．音質の感じ方は 楽曲によって、場面によって、変わりますので、常に基準と比較して判断します。

0dB

Flat

-3dB

HighCtl

-10dB

0.5

3000Hz

0dB

現在のGUI上のﾊﾟﾗﾒｰﾀの 一時Save 一時Load
7-1. ﾊｲｶｯﾄの特性を一時記憶

ｶｰｿﾙをﾏｽ目 A に合わせて 右ｸﾘｯｸ －＞ Save に合わせて左クリック ー＞
下図 ﾊｲｶｯﾄ の特性が ﾏｽ目A に記憶される

7-2，元の音質を一時記憶 －＞ 下図右のように MEQH を０ｄB とし、
ｶｰｿﾙをﾏｽ目 B に合わせて 右ｸﾘｯｸ －＞ Save に合わせて左クリック ー＞

ﾊｲｶｯﾄ 元の音質

これで、元の音質が B に、 ﾊｲｶｯﾄの音質が A に記憶されています。
A の左ｸﾘｯｸで ﾊｲｶｯﾄの B の左クリックで 元の音質となります。何度も聴き比べてみます。

８．ﾊｲｶｯﾄの特性の選び方
最大減衰幅
減衰のなだらかさ
減衰の周波数帯

試す ー＞
一時記憶 －＞
比較 －＞
楽曲を変て再確認 ー＞

悪い音質を捨てて、良いほうを残す

音質の一時記憶数は12種類まで
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９．良い音質のﾊﾟﾗﾒｰﾀを ﾌｧｲﾙに Save

ｶｰｿﾙをマス目 A に合わせて 左ｸﾘｯｸ －＞ ﾊｲｶｯﾄ音質
9-1 ｶｰｿﾙをﾀｸﾞ Load に合わせて 左ｸﾘｯｸ
ー＞ 音質設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙを入力するﾌｫﾙﾀﾞｰを選択 －＞ 例 ﾊｲｶｯﾄ.txt ﾌｧｲﾙ名でｾｰﾌﾞ

ｶｰｿﾙをマス目 B に合わせて 左ｸﾘｯｸ －＞ 元の音質
9-1 ｶｰｿﾙをﾀｸﾞ Load に合わせて 左ｸﾘｯｸ
ー＞ 音質設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙを入力するﾌｫﾙﾀﾞｰを選択 －＞ 例 ﾊｲｶｯﾄ.txt でｾｰﾌﾞ

１０．良い音質のﾊﾟﾗﾒｰﾀを ﾌｧｲﾙから Load

10-1．ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙからﾊﾟﾗﾒﾒｰﾀを Load
ｶｰｿﾙをﾀｸﾞ Load に合わせて 左ｸﾘｯｸ －＞ ﾊｲｶｯﾄ.txt を選択 －＞ ﾊｲｶｯﾄ音質となる
ｶｰｿﾙをﾀｸﾞ Load に合わせて 左ｸﾘｯｸ －＞ ｵﾘｼﾞﾅﾙ.txt を選択 －＞ 元の音質となる

節目、節目で、音質をﾌｧｲﾙとして保存します。 ﾌｧｲﾙには音質や日時が一目でわかる名称を付けます。
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１１．仕上がった状態を ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝで動作 させるための手順

11-1. GUI上の現在の設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを不揮発ﾒﾓﾘに書き込む －＞ ToolF1 をｸﾘｯｸ
－＞ この画面がGUI上に表示される
－＞ EEPROM ﾀｸﾞをｸﾘｯｸ

11-2. ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁの番号を選択
このﾊﾟﾗﾒｰﾀを ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 9 に書き込む場合は 9 を選択
－＞ Write GUIParameter to EEPROM をｸﾘｯｸ
ー＞ 書き込みが終了すると ー＞書き込み修了のﾒｯｾｰｼﾞ

11-2. ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁの番号の割り当て： 下表のとおりです。
使えるﾎﾟｼﾞｼｮﾝは ２，３，４，５，６，７，８，Ｃ，Ｄ，Ｅ です。
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝを変えると、右のﾎﾞｯｸｽにﾎﾟｼﾞｼｮﾝが表示されます。

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 割り当て

F ｳｰﾌｧｰの位相反転用

０ 全ﾎﾟｼﾞｼｮﾝのﾍﾞｰｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み用

１ ｳｰﾌｧｰの位相を出荷時に戻す

２ ﾕｰｻﾞｰ用

３ ﾕｰｻﾞｰ用

４ ﾕｰｻﾞｰ用

５ ﾕｰｻﾞｰ用

６ ﾕｰｻﾞｰ用

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 割り当て

７ DRD-333DIY, DRD-333SYS, DRD###SYS-L用

８ DRD-333DIY, DRD-333SYS, DRD###SYS-L用

９ PA-303j、PA306J ｾﾀﾞﾝ用

Ａ PA-303j、PA306J ﾊｰﾌﾎﾞｯｸｽ用

Ｂ PA-303j、PA306J ﾜﾝﾎﾞｯｸｽ用

Ｃ ﾕｰｻﾞｰ用

Ｄ ﾕｰｻﾞｰ用

Ｅ ﾕｰｻﾞｰ用
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１２．ＧＵＩ の一般説明

ｽﾋﾟｰｶｰ音割れ抑制ｽｲｯﾁ

音割れの場合、割れなくな
るところまで 左ﾍｼﾌﾄ

ｻﾗｳﾝﾄﾞ ﾀｲﾑｱｴｱｲﾒﾝﾄ

小音量聴感補正

音割れ抑制の最大範囲

入力ｱｯﾃﾈｰﾀ

入力ﾚﾍﾞﾙﾓﾆﾀｰ

高速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ下限

高速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ ﾓﾆﾀｰ

楽曲の低音補正ｽｲｯﾁ

ｱﾅｳﾝｽ音質自動制御ｽｲｯﾁ

ＦＥＱｽｲｯﾁ

音楽再生帯域設定

ﾏｽﾀｰﾎﾞﾘｭｰﾑ

ｱﾅｳﾝｽ再生帯域設定

出力ﾚﾍﾞﾙﾓﾆﾀｰ

左右出力ﾓﾆﾀｰ

ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙﾓﾆﾀｰ

ｳｰﾌｧｰ出力ﾓﾆﾀｰ

再生信号の
ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ影響値ﾓﾆﾀｰ

低音ＬＥＦ最小信号時特性

ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ制御とﾓﾆﾀｰ

ﾊﾟﾜｱﾝﾌﾟ最大入力

低速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ下限

低速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ

低速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾓﾆﾀｰ

高速ＬＥＦｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ

低音ＬＥＦ最大信号時特性

ＬＥＦ総合強度
上はｽｲｯﾁ

低音ＬＥＦ強度

高音ＬＥＦ強度

聴感補正ｽｲｯﾁ

聴感補正曲線

ＦＥＱｹﾞｲﾝ ＦＥＱ帯域

ＦＥＱ中心周波数

停止時、右と左が等しく
なるよう LRWｇ を調節

OSC はﾃｽﾄ用の信号発生と
PCでの、楽曲再生に使います
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１３．ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ途中で誤操作のため、復旧の方法がわからないので －＞ 標準状態に戻す。

13-1．黒網掛部 特別必要ない限り修正しません。 （制御を司る基本ﾊﾟﾗﾒｰﾀ）

13-2.標準状態に戻す 今後、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを更新する際にも、この手順で標準状態にします。

音質設定用GUIを閉じる －＞ ﾌｫﾙﾀﾞｰ内 JrSS_EE_V02_Writer.exe を起動
－＞ この画面が表示される
－＞ All Write をｸﾘｯｸ
－＞ 約5分後 －＞ 標準状態への書き込み修了

、
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１４． GUI起動時、ｴﾗｰが発生するときの対処方法

14-1．USBﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが組み込まれていない
ﾒｲﾝｱﾝﾌﾟとPCをUSB接続するには、PCにUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ FTX が必要です
－＞ USB FTDI のｷｰﾜｰﾄﾞで検索し、 FTDI USBﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙ

14-2．GUIに右図のｴﾗｰがでる場合、
ー＞ USBｺｰﾄﾞが通信用に対応していない、または 差し込みに不具合

14-3．GUIに右図のｴﾗｰがでる場合、
ー＞ PCとﾒｲﾝｱﾝﾌﾟの通信のｽﾀｰﾄ時、何らかの原因で通信ができない
ー＞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの終了を押して、再起動

終了できない場合、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから Ctrl Alt Del でﾀｽｸﾏﾈｰｼﾞｬｰを選択
－＞ Jrss_gui_V02_00 を選択し、ﾀｽｸの終了 を実行
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１５．ＦＥＱの使い方
15-1．中音（ﾎﾞｰｶﾙのﾁｭｰﾆﾝｸﾞ）

FEQ3参照  ﾎﾞｰｶﾙをさらに際立たせる例

15-2．中低音（主として車の大きさによる容積やﾄﾞｱｽﾋﾟｰｶｰ特有の音色）
FEQ2参照  ｶｰｵｰﾃﾞｨｵﾄﾞｱｽﾋﾟｰｶｰ特有の中低音のﾎﾞﾜｰｰﾝとした低音をｽｯｷﾘした低音とする例

15-3．低音（中低音から超低音
FEQ2参照  体に沁みこむような迫力のある重低音とする例
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１６．ＬＥＦの使い方
16-1．音質の音源との距離感補正

本体またはｺﾝﾄﾛｰﾗから制御されます。
総合臨場感強度
低音臨場感強度
高音臨場感強度
小音量時の臨場感特性
大音量時の臨場感特性

高速臨場感抑制の抑制限界
低速臨場感抑制の抑制限界

１７．Ａ＿ＬＥＦの使い方
17-1．音量による聴覚感度補正

補正の最大効果値
音量横軸
補正の最大音量
補正の曲線



１８．ＳＤＣの使い方
18-1．ｽﾋﾟｰｶｰの振動振幅を計算で検出し、許容振幅を超えて音割れの発生を抑制します。

振幅抑制の上限値設定
常時振幅抑制帯域と抑制状況のﾓﾆﾀｰ
抑制のｱﾀｯｸ時定数
抑制のﾚﾘｰｽ時定数
音割れの発生を抑制するｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ

低音の強い楽曲を大音量で再生し、音割れを発生させておいて
ﾉﾌﾞを左に移動させ、音割れがなくなるﾎﾟｲﾝﾄにｾｯﾄ

振動振幅のﾓﾆﾀｰ
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１９．ＳＭＤの使い方
19-1．信号がｽﾋﾟｰﾁか音楽かを検出し、音質を制御します。

音楽の場合の低音域高音域設定
ｽﾋﾟｰﾁの場合の低音域高音域設定
ｽﾋﾟｰﾁの低音臨場感
ｽﾋﾟｰﾁの高音臨場感
ｽﾋﾟｰﾁの検出の時定数

２０．BTCの使い方（特別な場合を除いて操作しません）
20-1．入力信号の異常な低音成分を調節します。

低音検出ﾌｨﾙﾀｰ
低音検出の高音とのﾊﾞﾗﾝｽ
低音の最大強調量
低音の最大抑制量
制御時定数

P12



２１．ＬｏａｄＮｏｉｓｅ Ｒｅｓｐｏｎｃｅ の使い方 （特別な場合を除いて操作しません）
20-1．ﾛｰﾄﾞﾉｲｽﾞ対応の音質音量制御は多数の実験結果を元に設定されています。

検出感度がﾒｲﾝｱﾝﾌﾟまたはｺﾝﾄﾛｰで調節されます。

２２．Ｌ／Ｒ ﾊﾞﾗﾝｽの使い方
21-1．L/Rﾊﾞﾗﾝｽはﾒｲﾝｱﾝﾌﾟで調節されます。

ﾓﾉﾗﾙの音声信号を使って方向を調節

２３．ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄの使い方
21-1．ﾀｲﾑｱﾗｲﾒﾝﾄはﾒｲﾝｱﾝﾌﾟで調節されます。

ﾓﾉﾗﾙの音声信号を使って方向を調節

２４．Ｓｕｒｒｏｕｎｄ の使い方
22-1．ｻﾗｳﾝﾄﾞはﾒｲﾝｱﾝﾌﾟまたはｺﾝﾄﾛｰﾗ（優先）で調節されます。
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